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日本で初めて確認されたべ二クラゲ(刺胞動物門,花クラゲ目)

の若返りとその後のポリプ群体の成長

築地新光子*・久保田　信**

Mitsuko Chikuchishin and Shin Kubota: The first observation of rejuvenation and subsequent polyp

colony growth in the medusa Turritopsis nutricula (Cnidaria, Hydrozoa, Anthomedusae) in Japan

は　じ　め　に

べニクラゲTurntopsisnutnculaMcCradyは,ヒド

ロ虫網花クラゲ日クラバ科に属し,傘の直径が最大で

10mm程度に達するヒドロクラゲ類の1種である。一

般にヒドロ虫類は無性生殖で増えるポl)プ世代と有性生

殖をするクラゲ世代があり,有性生殖を終えたクラゲは

必ず老衰して死亡する。ところが,近年,イタリア産の

べニクラゲで,クラゲからポリプ-の若返り現象を起こ

し,不老不死であることが発見された(PIRAINOeJd7.,

1996;NHK「海」プpジェクト, 1999;久保田, 2000)。

しかし,日本産のべニクラゲでは, 2000年まではこの若

返り現象が確認されず,死亡する通常の個体ばかりであ

った(紀伊民報, 2000)。

ところが,鹿児島市に所在するかごしま水族館の目前

の海で採集し,飼育したべニクラゲ4個体のうち1個体

がポリプ化し,若返り現象を確認した(図1 ;南日本新

聞, 2001 ;築地新, 2001)c　この後,その群体は飼育が

可能であった約1年間に多数の個虫からなる群体を形成

した。本報では,ベニクラゲの特異な生活史についての

概略を説明した後,日本初の若返りとそのポリプ群体の

成長について記録する。

べ二クラゲの特異な生活史- "若返り" -について

べニクラゲのポリプは,海中や海底の岩や軟体動物の

貝殻などに付着し潅木状の群体を形成している。繁殖期

になるとクラゲ芽をつくり,やがて未熟なクラゲを遊離

させる。通常,海中-泳ぎだしたクラゲは,成長・成熟

して有性生殖を行った後,個体の死を迎えるが,べニク

ラゲだけは死亡・消滅することがなく,再び若い世代の

ポリプにもどって,生き続けることができる特殊な性質

を持っている。この驚くべき現象を,例えていうならば,

``蝶がイモムシに戻る"といえよう(NHK「海」プロジ

ェクト,1999)c　このように,有性生殖の後で若返りを

起こす現象は,多細胞動物では,べニクラゲ以外に発見

されていない(PIRAINOgfαら1996),しかも,ベニクラ

ゲは,成熟していない段階でも若返れる能力がある。

鹿児島産のべ二クラゲの若返りとそのポリプ群体の成長

一日本初記録-

2000年9月初旬から中旬に,簡易プランクトンネット

を水平に数百mと垂直に7m引いて, 4個体の未成熟

なべニクラゲを採集したOこのうちのl個体が若返ったD

その個体(傘径約1mm)の体全体には,採集時に多数

図1鹿児島湾産の未成熟のべニクラゲから若返ったポ

リプ群体(一部)

Fig. I. Part of the hydroid colony produced from an

immature medusa of Turntopsis nutncula from

Kagoshima Bay, Kagosmma Prefecture,

Japan.
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の浮遊性カイアシ類が突き刺さっていたので,それらす

べてをピンセットで丁寧に除去した。その後,直径9

cmのプラスチック容器の中で,水族館前で汲み,ろ過

した海水で,エアレーションなしで,水温を20-Cに保

って止水飼育した。餌は2日～3日に1回,形化したて

のアルテミア幼生を与え,その数時間後に換水した。

この個体は,いったん傷が回復し遊泳可能となったも

のの,飼育開始後1週間すると,飼育容器の底に沈み退

行し始めた。しかし,その翌日には(採集後8日目)ス

トロン数本を伸ばし始め,クラゲ体の退化開始後12日目

には2個虫のポリプを形成した。この若返りは,世界で

は2番目の地域の確認で,日本では初記録となった。な

お,採集した他の3個体は,底に沈んだ後,死亡して若

返りは見られなかった。

若返った個体は,若返り後の約90日目に最大個虫数(約

100個虫)に達した。それ以降,個虫数は減少し,クラ

ゲ芽の形成は見られなかった。約1年後にこの群体は消

滅した。
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Summary

Life cycle reversal of Turntopsis nutncula

(Hydrozoa, Anthomedusae) from Japan is describeeHor

the first time. An immature medusa that had been coレ

Iected in Kagoshima Bay in September, 2000 degenerat-

ed and formed a hydroid colony, which grew luxuriantly

(up to about 100 zooids) at 20-C. The colonywas main-

tamed for a year, but it disappeared without releasing

medusae.


